
生態系工学研究会シンポジウム2026

本シンポジウムでは、大阪湾を対象に進む生態系デジタルツイン（シミュレーション）研究や
アマモ場の現状について紹介し、環境変動と魚類の最近の変化を共有し、研究者と漁業者が現
場のニーズ、できること、したいことを語り合い、データと現場知を融合して実践的な連携と
保全・資源管理に資する議論を行う場を目指します。

【I-siteなんば 会場案内】
・南海電鉄ご利用の場合
●南海本線 「なんば」駅 中央出口下車南へ約800m、徒歩約12分
●南海高野線 「今宮戎」駅 下車北へ約420ｍ 徒歩約6分
・大阪メトロご利用の場合
●御堂筋線 「なんば」駅5号出口下車南へ1000ｍ、徒歩約15分
●御堂筋線・四つ橋線 「大国町」駅1番出口下車東へ約450ｍ、徒歩約7分
●堺筋線 「恵美須町」駅１-B出口下車西へ約450ｍ、徒歩約7分
（ご注意）
建物北側の大学専用入口からお入りください。本施設には、駐車場・駐輪
場はございません。公共交通機関もしくは周辺のコインパーキングをご利用

ください。 URL：https://www.omu.ac.jp/isite/access/

本挿絵はAIで制作しました

本イベントの一部は環境省環境研究総合推進費戦略プロジェクト
S-23（JPMEERF24S12300）の成果として実施するものです．

テーマ：環境が急変する大阪湾の研究と現場をつなぐ
日 時：2026年6月20日（土）13：30－16：45
場 所：大阪公立大学I-siteなんば 2階 C1
主 催：一般社団法人生態系工学研究会
共 催：環境研究総総合推進費S-23
参加登録：下記のGoogle Formからお申し込みください。（締切：6月12日）

https://forms.gle/gMVDNow75DE6NJgs9

プログラム：
13：30～13：35 開会挨拶
13：35～14：05 環境研究総合推進費プロジェクトS-23の紹介とRACESセミナー報告

大阪大学 入江政安
14：05～14：35 大阪湾のアマモ場とその生物の近年の変化

JAMSTEC 山北剛久
（休 憩）

14：50～15：10 最近の環境と生物の変化について
おおさか環農水研 日下部敬之

15：10～16：40 パネルディスカッション
モデレーター：大阪公立大学 大塚耕司
パネリスト：入江政安、山北剛久、日下部敬之、白井義史・勝元一成（大阪府漁青連）

16：40～16：45 閉会挨拶
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